	第６６回　香川県高等学校総合体育大会フェンシング競技実施要項
	 種目
 番号
	 
２１



１．期　　日  　令和８年６月６日（土）～６月７日（日）

２．会　　場　　高松市牟礼総合体育館
（高松市牟礼町牟礼152-10　　TEL087-845-7060）

３．日　　程　　開始式　６月　６日（土）11:20～11:30
　　　　　　　  競　技  ６月　６日（土）11:30～17:00 学校対抗・個人対抗
　　　　　　　　　　　　６月　７日（日） 9:00～17:00 個人対抗

４．種　　目　　学校対抗　男子フルーレ・女子フルーレ
　　　　　　　　個人対抗　男子フルーレ・エペ・サーブル
　　　　　　　　　　　　　女子フルーレ・エペ・サーブル

５．競技規則　　（公社）日本フェンシング協会試合規則に準じ、一部高体連の申し合わせ事項を適用する。
　　　　　　　
６．競技方法　　（１）学校対抗
　　　　　　　　　    ア．全試合電気用具を使用する。
　　　　　　　　　    イ．１チームは４人編成とし、３名による総当たりと
する。
　　　　　　　　　　　ウ．男子・女子とも３分間５本勝負とする。
              　（２）個人対抗
　　　　　　　　　　　ア．全試合電気用具を使用する。
　　　　　　　　　　　イ．全種目４名が決定するまで５本勝負のプール戦を行
う。４名決定後、シード順にて１５本勝負のトーナ
メント戦を行い、順位を決定する。
２・３位決定戦を行う場合がある。
                    　ウ．トーナメントの決勝敗退者と３位決定戦の勝者が、
トーナメントで対戦している場合は、決勝敗退者が
２位・３位決定戦勝者が３位とする。
トーナメントで対戦していない場合は、２位３位決
定戦を行い、順位を決定する。
（３）本大会は、四国高校選手権大会の県予選会を兼ね、学校対抗は男女各２位まで、個人対抗は各種目男女各４位までを県代表とする。
（４）本大会は、全国高校総合体育大会県予選を兼ね、学校対抗は男女各１位、個人対抗は男女各２位までを県代表とする。

７．参加資格　　（１）香川県高等学校体育連盟加盟校の生徒であること。
　　　　　　　　（２）平成１９年４月２日以降に生まれた者とする。
ただし、出場は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。
　　　　　　　　　　 （県高校総体と県定通総体は、同一の大会とする)
　　　　　　　　（３）チームの編成において、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成は認めない。
　　　　　　  　（４）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。（統合完了前の２年間に限る）
　　　　　　　　（５）転校後、６ヶ月未満の者の参加は認めない（外国人留学生もこれに準ずる）。ただし、一家転住等やむを得ない場合は、香川県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りでない。
（６）出場する選手は、在学する学校の校長の承認を必要とする。
　　　　　　　　（７）令和８年度の（公財）全国高等学校体育連盟フェンシング専門部登録選手であること。
              　（８）学校教育法第１条に定める高等学校以外の学校については、県高体連で参加が認められた者で、３学年までの年齢１９歳未満の者に限る。
　　　　　　　　（９）その他の資格は、全国高等学校総合体育大会開催基準要項に準ずる。

８．参加申込　　（１）申込方法
　　　　　　　　　　　所定の用紙により２部作成し、各校で全競技まとめて確実な方法で申し込むこと。
　　　　　　　　（２）申込場所
　　　　　　　　　　　〒760-0017　高松市番町３丁目１－１　高松高校内
　　　　　　　　　　　　　　　　　香川県高等学校体育連盟事務局
　　　　　　　　（３）申込期日
　　　　　　　　　　　令和８年５月１４日（木）　正午　必着

９．表　　彰　　（１）学校対抗１位に優勝杯、教育長賞状１、高体連会長賞状１＋エントリー数を授与する。
　　　　　　　　（２）個人対抗１～３位に高体連会長賞状１を授与する。

10．諸 会 議　 　抽選会及び監督会議
　　　　　　　　　　　令和８年５月２６日（火）１６：００
　　　　　　　　　　　「香川県立高松北高等学校」会議室で行う。

11．連絡事項　（１）競技中の疾病、負傷などの応急処置は主催者側で行うが
その後の責任は負わない。なお、参加者はマイナ保険証等、
被保険者資格の確認ができるものを持参すること。
（２）競技について
　　　　　　　　　　　ア．試合中の武器の破損は、選手の責任とする。
なお、用具の予備は、必ず準備すること。
　　　　　　　　　　　イ．上下衣、ストッキングは必ず白色とすること。
特に、試合中に膝が出てこない長いもので、かつ
厚いものを着用すること。
　　　　　　　　　　　ウ．上衣の中には必ずプロテクターを着用し、その他
の急所には十分な防備をすること。エペのユニホー
ムについては、そけい部を覆うユニホームを着用
すること。
エ．選手は頭髪に注意し、試合に支障のないように
すること。特に、頭髪がメタルジャケットの表面に
かからないようにすること。

12．問 合 先　　 不明な点は高松高校 蓮井　陽菜　まで。TEL 087-831-7251　
